






















要約:乳児死亡率、新生児死亡率、周産期死亡率などこれまで社会の保健・医療の中核指標

とされてきたこれらの数値が、年次別`地域別の差が僅小となった。このため地域母子保健

活動の新しい活動指標を検討する必要があり、保健所運営報告の主要情報のデータベース

化を行い、年次別・都道府県別の解析を行った。各死亡指標との単相関、重回帰分析、保

健所運営情報の主成分分析などの解析から、死亡指標で説明できる保健情報には大きな制

約があり、新しい包括的指標の必要性が示された。このため、主成分分析結果を中心に各

都道府県につき、情報層を異にする 3因子軸 6項目からなるレーダーチャ一ト表示を行っ

たところ、地域別の医療・保健特性の問題点指摘が可能となり、かかる分析的指標表示の

重要性を強調した。 


